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アメリカザリガニの低密度化で増えた水生昆虫 

シナイモツゴ郷の会 長谷川政智・高橋清孝 

 

シナイモツゴ郷の会は 2014 年から大崎市里山のため池でアメリカザリガニ

捕獲ツールを開発しながら防除活動を実践している。主に 2,500ｍ2の中規模

ため池と 35,000ｍ2の大規模ため池の大小 2 つの試験池で実施している。これ

らのため池では、シナイモツゴ、ゼニタナゴ、ジュズカケハゼ，ヨシノボリ類

などの魚類やヌカエビが生息している。 

1 アメリカザリガニの捕獲 

小規模ため池では，2016 年に連続捕獲装置を 5～6 台設置し 5～11月の捕獲

でアメリカザリガニの生息数の 80%程度を捕獲し，その後も年間捕獲数は年々

低下を続けている（表 1）．また 2018 年から始めたしばづけによる捕獲でも

CPUE（一罠当たりの捕獲数）は年々低下を続けている． 

大規模ため池では，主に堰堤沿い 70mの区間でアメリカザリガニを継続して

捕獲している．6 月の捕獲装置としばづけの CPUEは各年であまり変化は見ら

れなかったが、8 月の CPUE は，年々低下していた（表 2）。春季は捕獲を実施

していない水域から捕獲実施水域へ加入し一時的に生息密度が高まると考えら

れた。 

2 増加した水生昆虫 

2014 年の捕獲開始当初の小規模ため池では、極めて少数のモノサシトン

ボ，オオイトトンボ，コサナエといったトンボ類の成虫とミヤケミズムシの生

息が確認された．2016年からは，網目 1～2mm の網を使って水生昆虫の捕獲に

よる観察を始めた．小規模ため池では，2016年には上記以外にモノサシトン

ボ，コサナエ，コシアキトンボの幼虫やエグリトビケラの幼虫，チビミズム

シ，小さなゲンゴロウ類をそれぞれ 1個体確認できた．2020 年には，モノサ

シトンボ，コサナエ，コシアキトンボの幼虫は数十個体確認できるようにな

り，エグリトビケラやサハリントビケラの幼虫も数十個体以上確認できるよう

になった． 

大規模ため池では，2016 年には小さなガムシ類の他ミヤケミズムシの成虫

を 2，3 個体確認できたが幼虫の確認はできなかった．2017年には，春と秋に

コシマゲンゴロウ，ヒメゲンゴロウ，ヒメガムシ，コガムシなどいずれも 1 か

ら 2 個体を確認した．2020 年には，ミヤケミズムシの他にエグリトビケラや

サハリントビケラの幼虫が多数確認出るようになった． 

3 人工水草と水生昆虫 

大規模ため池では、2018 年まで杉の枝葉を使用したしばづけや養殖用ノリ

網を使ったしばづけ（人工水草：図 1）で捕獲される生物はアメリカザリガニ
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が大半を占めていた。2019 年と 2020 年の冬にシナイモツゴやハゼ類が多く付

着するようになり、2020 年には，エグリトビケラやサハリントビケラの幼虫

が人工水草による捕獲作業で確認できるようになった（図 2）．これは，堰堤

付近のアメリカザリガニの密度が低下したため，堰堤付近に設置した人工水草

が越冬場所や幼虫期の生息場所として利用することが可能になったためと考え

られる． 

これらのことから、大規模なため池では全域における捕獲が理想であるもの

の、一部の水域で捕獲を継続することにより、限定的ではあるが水生昆虫をあ

る程度復元可能と考えられた。また、アメリカザリガニが低密度化すると人工

水草へ水生昆虫など多くの小型水生動物が付着するようになることがわかっ

た。 

小規模ため池でもエグリトビケラやサハリントビケラの幼虫のほかモノサシ

トンボ，サナエトンボ，コシアキトンボの幼虫も人工水草の捕獲作業で確認で

きるようになった．これらのことから人工水草は、アメリカザリガニの捕獲ツ

ールとして使用する以外にも，アメリカザリガニの密度が低下したあとの生物

のモニタリング用の罠として継続して使用できる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 小規模ため池における 6 月の CPUE（2016～2020 年） 

表 2 大規模ため池における 8 月の CPUE の変化 
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

ガムシ類
ゲンゴロウ類
ミズカマキリ等

サハリントビケラ

エグリトビケラエグリトビケラ

コシアキトンボ

モノサシトンボ

コサナエ

田んぼなどで生活し秋にため池にやってきて春にいなくなる

ため池で生活をする

ミヤケミズムシ（幼虫）

マメゲンゴロウ（成虫）

ミヤケミズムシ（成虫）ミヤケミズムシ（成虫）

図 2 ため池で確認できた水生昆虫 

捕獲回数 20回
杉の枝葉 438尾
ノリ網 812尾

計 1,250尾

2018年6月～11月の捕獲数

大きいため池の
堰堤下では
2020年6月から
上図のノリ網を
使ったしばづけ

（人工藻）を使用

図 1 杉の枝葉とノリ網人工水草を使ったしばづけ 


